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● ９月１日「言語聴覚士の日」その仕事は？
● 「身寄りなし」問題訴え列島縦断旅を総括
● 「世界アルツハイマーデー」新潟で講演会
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　「
立
山
」　
　
作
・
永
越
　
環
（
上
越
市
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「
ロ
ー
ガ
ン 

ヨ
ー
ツ
ー 

関
係
な
い
！  

シ
ミ
シ
ワ 

タ
ル
ミ 

ど
ん
と
来
い
！
」
―
。
新
潟
市
を

拠
点
に
活
動
す
る
、
還
暦
越
え
女
性
ア
イ
ド
ル
３
人
グ
ル
ー
プ
「
Ｐピ

ッ

プ
！
Ｐ　
Ｍモ

ン
Ｏ
Ｎ　
☆ス
タ
ー
」
が
パ

ワ
フ
ル
だ
。
歌
っ
て
踊
る
「
コ高

齢

ー
レ
ー
ア
イ
ド
ル
」。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は
？　
３
人
口
を
そ

ろ
え
て
「
楽
し
い
か
ら
！
」
―
。
９
月
は
「
老
人
の
日
」
な
ど
の
あ
る
高
齢
者
月
間
。「
福
祉
に
い

が
た
」
９
月
号
に
も
新
潟
の
元
気
あ
ふ
れ
る
熟
年
ア
イ
ド
ル
が
「
い
よ
ッ
、
ご
登
場
～
！
」。

「本町マルシェ」特設ステージで歌い、決めポーズの「Ｐ！Ｐ　ＭＯＮ　☆」。
左からMoちゃん、Kちゃん、Pちゃん＝５月 28日、新潟市中央区

熟年アイドルのパワフルなステージに、手拍子
で応える客席＝本町マルシェ

　
５
月
28
日
の
日
曜
。
新
潟
市

中
央
区
で
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト

「
本
町
マ
ル
シ
ェ
」

の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
「
Ｐ
！
Ｐ　
Ｍ

Ｏ
Ｎ　
☆
」
の
３

人
が
歌
っ
て
踊
り
、
弾
け
て
い
た
。

　
30
人
ほ
ど
の
客
席
か
ら
大
き

な
歓
声
と
拍
手
。
ホ
ッ
ト
パ
ン

ツ
姿
の
３
人
が
自
己
紹
介
し
て

歌
い
続
け
る
。
客
席
は
手
拍
子

と
笑
顔
で
応
え
た
。

　
「
イ
ケ
イ
ケ
～
！
」
―
。
客

席
の
フ
ァ
ン
ら
し
き
男
性
か
ら
、

ア
イ
ド
ル
ス
テ
ー
ジ
さ
な
が
ら

の
応
援
が
飛
び
出
し
た
。

　
哀
調
を
帯
び
た
持
ち
歌
か
ら

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
カ
バ
ー
曲
な

ど
、
披
露
す
る
曲
は
多
彩
だ
。

　
曲
の
合
間
の
ト
ー
ク
も
キ
レ

キ
レ
。
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
の
応

酬
に
、
客
席
は
大
受
け
。

　
計
５
曲
を
歌
い
、
30
分
の
ス

テ
ー
ジ
を
終
え
た
。

　
「
ロ
ー
ガ
ン 

ヨ
ー
ツ
ー 

関

係
な
い
」「
シ
ミ
シ
ワ 

タ
ル
ミ  

ど
ん
と
来
い
」
―
。
パ
ワ
フ
ル

な
歌
と
踊
り
は
グ
ル
ー
プ
の
チ

ラ
シ
宣
伝
文
そ
の
ま
ま
。
寄
る

年
波
を
追
い
返
さ
ん
ば
か
り
。

　
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
た
３
人
に

１
人
の
男
子
高
生
が
駆
け
寄
っ

た
。「
良
か
っ
た
で
す
！
」

　
ダ
ン
ス
が
仕
事
と
い
う
若
い

女
性
は
目
を
白
黒
。「
す
ご
い
！　

私
よ
り
体
が
動
く
」

　
「
元
気
も
ら
い
ま
し
た
」
と

高
齢
女
性
も
ニ
ッ
コ
リ
。

　
「
Ｐ
！
Ｐ　

Ｍ
Ｏ
Ｎ　

☆
」

の
３
人
は
Ｐ
ち
ゃ
ん
こ
と
、
檜

山
峰
子
さ
ん
（
62
）、Ｍモ
ーｏ

ち
ゃ

ん
こ
と
、田
沢
朋
子
さ
ん（
62
）、 

Ｋ
ち
ゃ
ん
こ
と
、
本
間
桂
子
さ

ん
（
68
）。
３
人
の
愛
称
を
絡

め
て
、
通
称
で
「
ピ
モ
ケ
」
と

も
呼
ば
れ
る
。

巻頭
特集

女性３人計192歳

Ｐ
ピップ

！Ｐ Ｍ
モ　ン

ＯＮ ☆
スター

還暦越えアイドル 歌還暦越えアイドル 歌っって踊て踊っってて

ス
テ
ー
ジ
常
に
パ
ワ
フ
ル

客
席
は
拍
手
、
歓
声
、
驚
き

新潟拠点に活動

紡
い
で

紡
い
で

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ

ロ
ー
ガ
ン 

ヨ
ー
ツ
ー 

関
係
な
い
! 

シ
ミ
シ
ワ 

タ
ル
ミ 

ど
ん
と
来
い
‼



「福祉にいがた」2023.９月号3

ステージいっぱいに踊り続けた「Ｐ！Ｐ  ＭＯＮ  ☆」＝
本町マルシェ

障害者関係のイベントに招かれ、ステージを披露＝今年
３月、新潟市中央区

　
「
私
た
ち
、
合
計
年
齢
は
１

９
２
歳
！
」
―
。
ス
テ
ー
ジ
で

必
ず
紹
介
す
る
。
客
席
も
毎
回

「
エ
ー
っ
」「
う
わ
っ
」。

　
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
東
京

が
拠
点
の
ア
ラ
フ
ォ
ー
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
が
２
０
１
１
年
、

新
潟
市
で
開
催
し
た
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
。
ア
イ
ド
ル
活
動
に
興

味
の
あ
っ
た
３
人
は
そ
れ
ぞ
れ

に
受
け
て
合
格
し
、
ス
テ
ー
ジ

活
動
を
始
め
た
。

　
そ
の
後
、
最
年
長
の
本
間
さ

ん
が
60
歳
定
年
制
で
引
退
。
直

後
に
は
グ
ル
ー
プ
自
体
が
解
散

し
た
た
め
、
檜
山
さ
ん
と
田
沢

さ
ん
も
引
退
と
な
っ
た
。

　
ま
だ
50
代
半
ば
だ
っ
た
檜
山

さ
ん
と
田
沢
さ
ん
は
「
ま
だ
、

や
り
た
い
ね
」。
フ
ァ
ン
か
ら

も
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
惜
し

ま
れ
、２
人
で
活
動
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
間
さ
ん
も
加

わ
っ
て
、
２
０
１
７
年
、
今
の

３
人
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。

　
活
動
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
感
染
禍
の
拡
大

で
ス
テ
ー
ジ
は
お
預
け
。
感
染

が
下
火
に
な
っ
た
今
年
か
ら
活

動
を
本
格
化
し
始
め
た
。

　
今
年
３
月
に
は
新
潟
市
歴
史

博
物
館
（
み
な
と
ぴ
あ
）
関
連

施
設
で
の
福
祉
系
イ
ベ
ン
ト
に

ゲ
ス
ト
出
演
。
５
月
の
本
町
マ

ル
シ
ェ
に
続
き
、
７
月
に
は
西

蒲
区
越
前
浜
で
の
イ
ベ
ン
ト
に

呼
ば
れ
た
。

　
新
潟
市
に
住
む
３
人
は
、
い

ず
れ
も
仕
事
を
持
つ
、
普
通
の

主
婦
だ
が
、毎
週
日
曜
の
午
後
、

ア
イ
ド
ル
の
顔
に
な
る
。
公
営

施
設
の
１
室
を
借
り
て
行
う
練

習
の
日
だ
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
の
セ
ン
タ
ー
は

曲
に
よ
り
入
れ
替
わ
る
。
特
に

リ
ー
ダ
ー
も
決
め
て
い
な
い
。

そ
れ
で
も
、
３
人
の
個
性
や
得

意
を
生
か
し
、
自
ず
と
役
割
は

決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
歌
・
ダ
ン
ス
の
ま
と
め
と

指
導
は
檜
山
さ
ん
、
出
演
交
渉

な
ど
の
渉
外
は
本
間
さ
ん
、
会

計
は
田
沢
さ
ん
」

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　
Ｐ
ち
ゃ
ん檜

山　
峰
子
さ
ん　

　
本
職
は
体
操
指
導
員

　
仕
事
は
体
操

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
高
齢

者
健
康
体
操
を
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
教

え
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
の
私
た
ち
を
見
て
ほ

し
い
。
ど
ん
ど
ん
、
笑
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
客
席
の
冷

め
た
視
線
を
感
じ
た
ら
、
密
か
に

「
わ
あ
、
す
ご
い
、
っ
て
思
っ
て

も
ら
う
ぞ
」
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
頑
張
っ
ち
ゃ
う
。

　
Ｍ
ｏ
ち
ゃ
ん田

沢　
朋
子
さ
ん　

　
劇
団
３
つ
掛
け
持
ち

　
仕
事
は
ガ
ス

の
検
針
員
で

す
。
受
け
持
ち

区
域
を
４
、
５

時
間
掛
け
て
回
り
ま
す
。
歩
数
は

２
万
歩
か
な
。
演
劇
活
動
が
好
き

で
、
今
は
３
つ
の
劇
団
を
掛
け
持

ち
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
曲
の
合
間
の

ト
ー
ク
も
大
好
き
で
す
。

　
Ｋ
ち
ゃ
ん
と
私
は
ボ
ケ
役
、
Ｐ

ち
ゃ
ん
が
ツ
ッ
コ
ミ
役
で
、
私
の

ア
ド
リ
ブ
が
受
け
る
と
う
れ
し

い
。

　
Ｋ
ち
ゃ
ん本

間　
桂
子
さ
ん　

　
今
も
自
宅
で
英
語
塾

　
英
語
の
先
生

で
す
。
東
京
で

出
版
関
連
に
就

職
し
た
後
、
結

婚
で
帰
郷
。
高
校
な
ど
で
講
師
と

し
て
英
語
を
教
え
て
き
ま
し
た
。

自
宅
で
は
今
も
英
語
塾
を
開
い
て

い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
活
動
は
、
人
生
を
楽

し
み
た
い
か
ら
。
昔
に
比
べ
れ
ば

長
寿
の
時
代
と
な
り
、
人
生
を
２

倍
楽
し
ん
で
い
る
。
踊
り
で
足
が

上
が
り
続
け
る
う
ち
は
頑
張
り
ま

す
。

メ
ン
バ
ー
横
顔　
　
　
　
　
メ
ン
バ
ー
横
顔

結成６年

直
後
に
感
染
禍 

活
動
自
粛

ス
テ
ー
ジ
や
っ
と
本
格
化
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国
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が

主
唱
す
る「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
令
和
５
年
度
も
「
老
人

の
日
」
の
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
７
日

間
（
老
人
週
間
）、
全
国
で
実
施
さ
れ

ま
す
。「
み
ん
な
で
築
こ
う　

健
康
長

寿
と
共
生
社
会
」
が
標
語
で
す
。

　
今
年
は
、
老
人
の
福
祉
を
図
る
た
め

の
「
老
人
福
祉
法
」
が
制
定
さ
れ
て
か

ら
60
年
の
節
目
で
す
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
着
実

な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
社
会
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
で
は
①
全
て

の
年
代
の
人
々
が
希
望
に
応
じ
て
活
躍

で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
②
高
齢
期
の

暮
ら
し
を
具
体
的
に
描
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
③
技
術
革
新
が

も
た
ら
す
新
し
い
高
齢
社
会
対
策
の
志

向
―
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
長
寿
と
共
生
社
会
」
の
実
現

へ
向
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
「
保

健
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
、
ふ
れ
あ

い
の
輪
を
広
げ
る
」「
高
齢
者
の
社
会

参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
」

「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

の
取
り
組
み
」「
高
齢
者

の
人
権
の
尊
重
」
な
ど
の

取
り
組
み
が
奨
励
さ
れ
ま

す
。

　
長
寿
・
高
齢
化
が
進
み
、

人
生
１
０
０
年
時
代
と
呼

ば
れ
る
今
日
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
ら
れ
る
健
康
長

寿
社
会
の
構
築
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

15
日「
老
人
の
日
」15
～
21
日「
老
人
週
間
」

健
康
長
寿
社
会
目
指
し

（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　
３
人
が
会
う
の
は
「
練
習
と

ス
テ
ー
ジ
だ
け
」。
忙
し
い
こ

と
も
あ
り
「
お
茶
も
ラ
ン
チ
も

行
か
な
い
」。
互
い
の
役
割
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
せ
い
か

「
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
い
」。

　
ア
イ
ド
ル
を
続
け
る
理
由
に

つ
い
て
、
本
間
さ
ん
は
「
人
生

を
楽
し
み
た
い
か
ら
」。
檜
山

さ
ん
は
「
ス
テ
ー
ジ
は
高
揚
感

を
味
わ
え
る
か
ら
。
わ
く
わ
く

感
は
心
地
い
い
」。
田
沢
さ
ん

も
「
自
分
が
楽
し
い
か
ら
。
客

席
の
皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」。

　
３
人
と
も
「
や
っ
ぱ
り
、
ス

テ
ー
ジ
活
動
は
楽
し
い
」
と
口

を
そ
ろ
え
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
後
に
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
沼
垂
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ　
Ｎ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
」の
Ｃ
Ｄ
を
販
売
す
る
。

こ
の
楽
曲
は
本
間
さ
ん
が
作
詞

作
曲
し
た
。
沼
垂
の
土
地
柄
に

魅
了
さ
れ
て
通
い
詰
め
る
う
ち

「
歌
詞
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
降
り

て
き
た
」
と
い
う
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
合

計
年
齢
２
０
０
歳
ま
で
は
頑
張

る
」
と
３
人
と
も
控
え
め
。
１

年
で
３
歳
、
年
を
取
る
た
め
、

現
在
、
１
９
２
歳
な
ら
、
あ
と

３
年
で
目
標
達
成
と
な
る
。

　
さ
ら
な
る
目
標
を
尋
ね
る
と

「
体
が
動
く
ま
で
」「
無
理
せ
ず

に
」。
パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ
ー
ジ

と
一
転
、答
え
は
お
と
な
し
く
、

現
実
的
で
も
あ
る
。

　
長
寿
高
齢
時
代
の
元
気
な
お

手
本
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
、
こ

れ
か
ら
も
期
待
さ
せ
て
ね
。

目
標
ま
ず
計
200
歳
ま
で

体
動
く
限
り
続
け
た
い

アイドル
活　　動 自分が楽しい 客席も楽しんで

オリジナル曲「沼垂 Deep Night」の CD
（1 枚税込み 1000 円）

◊連絡先◊
CD 購入や出演依頼など

「Ｐ！Ｐ  ＭＯＮ  ☆」の連絡先。
E-Mail：pipmonstar@gmail.com
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新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
、

令
和
４
年
度
の
「
苦
情・相
談
」

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

苦
情
６
件
相
談
１
７
４
件

　

令
和
４
年
度
は
苦
情
６
件
、

相
談
１
７
４
件
で
し
た
。
苦
情

は
前
年
度
と
同
数
で
、
相
談
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
依
然
、
一

定
数
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
＝

「
グ
ラ
フ
１
」
参
照
＝
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
始
ま
っ
た
令
和
２
年
度
以

降
、同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
苦
情
件
数
は
都

市
部
で
多
く
な
っ
て
お
り
、
人

口
の
多
い
10
都
府
県
で
全
国
の

半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。な
お
、

人
口
10
万
人
当
た
り
の
苦
情
・

相
談
件
数
で
は
本
県
は
平
均
的

な
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
が
２
割

サ
ー
ビ
ス
分
野
別
の
苦
情

　

前
年
度
の
「
苦
情
・
相
談
」

に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
別

＝
「
グ
ラ
フ
２
」
参
照
＝
と
苦

情
の
種
類
別
に
見
て
み
ま
す
。

　
【
高
齢
者
分
野
】
苦
情
・
相

談
は「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

が
約
２
割
、「
訪
問
介
護
・
通

所
介
護
」
が
１
割
で
す
。

　
一
方
、
社
会
福
祉
事
業
以
外

で
の
苦
情
・
相
談
は
「
有
料
老

人
ホ
ー
ム
」「
介
護
老
人
保
健
施

設
」「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
」で
増
え
て
い
ま
す
。

　
【
障
害
者
分
野
】
こ
の
分
野

の
苦
情
・
相
談
が
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
「
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
」
が
最
多
で
す
。

　
「
共
同
生
活
援
助
」「
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
」
と
併
せ

た
３
分
野
で
５
割
余
り
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
相
談

支
援
事
業
に
関

す
る
苦
情
も
増

え
て
い
ま
す
。

　
【
児
童
分
野
】

「
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」

が
最
も
多
く
、

「
保
育
所
」
と

併
せ
て
児
童
分
野
の
約
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

苦
情
種
類
、
３
割
が
接
遇

　
利
用
者
へ
の
関
わ
り
方
や
職

員
の
言
葉
遣
い
な
ど
、
接
遇
に

関
す
る
内
容
が
３
割
近
く
を
占

め
、
続
い
て
説
明
や
情
報
提
供

に
関
す
る
も
の
が
２
割
近
く
と

な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
望
ま
し
い
対
応

　
苦
情
も
相
談
も
利
用
者
や
家

族
か
ら
の
不
満
や
不
信
か
ら
発

生
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
は
小

さ
な
こ
と
で
も
拾
い
上
げ
る
仕

組
み
や
姿
勢
が
大
切
で
す
。

苦
情
解
決
の
仕
組
み
急
務

　
苦
情
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
苦
情
解
決
の
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
１

人
の
職
員
が
聞
い
た
苦
情
や
要

望
な
ど
を
聞
き
っ
放
し
に
せ

ず
、
組
織
と
し
て
解
決
に
当
た

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
者
は
苦
情
解
決
態
勢
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
職
員
の

誰
も
が
理
解
し
、
全
体
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
事

業
所
向
け
の
資
料
や
ポ
ス
タ
ー

＝
写
真
＝
を
提
供
し
て
お
り
、

無
料
で
郵
送
し
ま
す
。

本
年
度
は
研
修
会
再
開

　
感
染
禍
で
研
修
会
は
長
ら
く

開
催
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
次
の
と
お
り
、
計
画

し
ま
し
た
。

　
「
苦
情
受
付
担
当
者
向
け
研

修
会
」
＝
令
和
５
年
10
月
13
日

（
金
）
ハ
イ
ブ
長
岡
（
受
け
付

け
は
終
了
）

　
「
苦
情
解
決
責
任
者
向
け
研

修
会
」
＝
令
和
６
年
２
月
末
、

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟

市
中
央
区
）
で
開
催
予
定
（
12

月
に
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
Ｈ
Ｐ
で
詳
細
を
案
内
）

新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

令
和
４
年
度　

苦
情
・
相
談
の
状
況

苦情・一般相談受付件数（年度別）

H30 R1 R2 R3 R4

苦情 45 44 14 6 6

相談等 138 142 254 279 174

45 44

14 6 6

138 142

254
279

174

0

40

80

120

160

200

240

280

＝グラフ１＝

高齢者
35%

障害者
51%

児童
10%

その他
4%

サービス分野別構成比

合  計

180 件

＝グラフ 2 ＝
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●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「保育所・認定こども園の損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、サイバー保険、学校契約団体傷害保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

賠
償
事
故
に
対
応

セットプラン
保険金額

身体賠償（１名・１事故）
財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償
　　　　　　　（期間中）
うち現金支払限度額
　　　　　　　（期間中）

人格権侵害（期間中）
事故対応特別費用
　　　　　　　（期間中）

被害者対応費用

◆ 加入対象は社会福祉法人等が運営
　 する認可保育所、認定こども園

基本セット
プラン

天災セット
プラン

1億円・7億円
1,000万円

200万円

20万円

1,000万円

500万円

2億円・10億円
1,000万円

200万円

20万円

1,000万円

500万円

１名につき　5万円限度
１事故 　　10万円限度

園
児
の
傷
害
事
故
に
対
応

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金
（１日あたり）

手術保険金

通院保険金
（１日あたり）

天災補償

基本セット
プラン

天災セット
プラン

121.2万円

1,700円

1,100円 

108万円

1,500円

1,000円 

入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

程度に応じて死亡保険金額の
4％～100％

ありなし

個別プラン
プラン 1　保育所業務の補償

❶ 基本補償

❷ 個人情報漏えい対応補償
❸ 保育所の什器・備品損害補償

令和５年度
ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

新型コロナウイルスへの
備えとして、施設の
感染症対応費用補償を
ご提供しています●オプション１ ●地域子育て支援拠点事業等補償

●オプション２ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション３ ●看護職の賠償責任補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５ 　施設の感染症対応費用補償

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を
　防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用などの費用を
　幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

プラン 4
法人役員等の補償 社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
職員等の補償

❶ 職員の労災上乗せ補償
　 使用者賠償責任補償
❷ 役員・職員の傷害事故補償
❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

プラン 2
保育所利用者の補償

❶ 園児の傷害事故補償　
❷ 来園者の傷害事故補償
❸ 園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

（SJ22-12039から抜粋）
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介
護
・
保
育
分
野
の
人
手
不
足

が
深
刻
だ
。
人
材
確
保
の
た
め
、

求
人
側
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
者

を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。
中
に
は
悪
質
事
業
者
も
い
る

よ
う
で
、
高
額
な
紹
介
手
数
料
請

求
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な

い
と
い
う
。

　
悪
質
な
紹
介
事
業
者
対
策
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
は
「
医
療
・
介

護
・
保
育
分
野
に
お
け
る
適
正
な

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
認
定
制

度
」
を
２
０
２
１
年
度
に
ス
タ
ー

ト
。
さ
ら
に
、
手
数
料
稼
ぎ
を
狙

う
悪
徳
事
業
者
が
、
長
期
就
業
す

る
意
思
の
な
い
求
職
者
を
紹
介
す

る
こ
と
を
防
ご
う
と
、
こ
の
認
定

制
度
に
「
半
年
以
内
に
離
職
し
た

場
合
の
手
数
料
返
戻
」
の
追
加
を

検
討
。
適
正
な
職
業
紹
介
の
実
現

へ
動
き
始
め
て
い
る
。

　
求
人
側
が
有
料
職
業
紹
介
事
業

者
を
適
切
に
使
え
ば
、
条
件
に

マ
ッ
チ
し
た
人
材
も
獲
得
し
や
す

く
な
る
。
求
人
に
か
け
る
手
間
が

減
れ
ば
、
そ
の
分
、
本
来
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
充
実
な
ど
に
振
り
向
け

る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
職
業
紹
介
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
無

料
の
事
業
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
も

併
せ
て
利
用
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
を

抑
え
な
が
ら
、
幅
広
い
求
職
者
の

採
用
も
可
能
に
な
ろ
う
。

　
長
寿
高
齢
、
人
口
減
少
の
社
会

で
、
介
護
・
保
育
分
野
の
人
手
不

足
解
消
は
急
務
だ
。
求
人
者
が
無

料
、
有
料
の
別
な
く
職
業
紹
介
事

業
者
と
協
力
し
連
携
を
図
る
シ
ス

テ
ム
を
ど
う
築
き
上
げ
て
い
く
か

―
。
官
民
含
め
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。�

（
貴
浩
）

紹介事業者と連携構築を

福
祉
人
材
ど
う
確
保

ずず
～～
むむ

２
０
２
３
Vol.69

基金の名称
公益信託 JAバンク新潟県信連
創立50周年記念・ホームヘルパー支援基金

助成対象者および助成対象事業
　次の活動を行う社会福祉法人、公益法人、ボランティ
ア団体（ただし、設立後３年以上経過し、概ね10人以
上の構成で営利を目的としないものに限る）を助成対
象先とします。
　①�ホームヘルパーの活動および当該活動を支援する

設備の整備等の実施（活動拠点の事務機器・冷暖
房機器等の電機機器、ホームヘルプ活動に必要な
車両・用具等の購入に要する費用の助成）

　②�ホームヘルパーの資質向上のための各種事業の開
催等の実施（ホームヘルパー養成研修会等の運営・
設営に要する費用の助成）

　③�その他目的を達成するために必要な事業への助成

助成金の額
　上記①については、原則として１件当たり75万円を
限度とし、②については、原則として１件当たり25万
円を限度とします。  
　＊�助成金の額は、対象費用全体の70％以内とします。
　＊助成金は返還の義務はありません。

応募方法
　助成を希望の方は、所定の助成金交付申請書を次の
当基金受託者宛に請求していただき、必要書類添付の
うえ応募願います。
〒101-0054　
東京都千代田区神田錦町2-2-1
KANDA SQUARE５階
農中信託銀行　営業推進部
「JAバンク新潟県信連創立50周年記念・ホームヘル
パー支援基金」係まで　
　　TEL 03-5281-1420
募集期間
令和５年９月１日（金）～11月30日（木）（当日消印有効）
選考方法
　当基金の運営委員会において、当基金の趣旨・目的
に照らし、活動の内容・効果の大小等を総合的に勘案
して選定いたします。
　なお、助成金額に制限がありますので、選考の結果
残念ながら助成を見送らせていただくことがあること
をご理解ください。
《本件に関するお問い合わせ先》
・農中信託銀行
　営業推進部	 TEL 03-5281-1420
・新潟県信用農業協同組合連合会
　経営企画部	 TEL 025-211-2101

ホームヘルパー支援基金 助成希望団体を募集
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情 報赤い羽根赤い羽根
　
新
潟
市
西
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
学

童
保
育
に
し
っ
子
」
か
ら
「
あ
り
が

と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
届
き
ま
し
た
。

ご
紹
介
し
ま
す
。

×
　
　
×
　
　
×

　
「
学
童
保
育
に
し
っ
子
」は「
に
い

が
た・新
テ
ー
マ
型
募
金
助
成
事
業
」

を
活
用
し
て
昨
年
、
施
設
の
新
設
や

改
修
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
し
、
騒
音
に
過

敏
な
子
ど
も
に
配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス

も
造
り
ま
し
た
。

　
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
は
屋
根
付
き
の

遊
び
場
を
改
修
し
て
部
屋
を
新
設
。

明
る
く
、
落
ち
着
い
た
ス
ペ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。
床
材
に
天
然
木
を
使

用
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
着
替
え
を
入
れ

る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
特
注
の
木
製

ロ
ッ
カ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
「
木
の
部
屋
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
や
宿
題
、

読
書
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
騒
音
に
敏
感
な
子
ど
も

た
ち
向
け
に
ロ
フ
ト
付
き
小
部
屋
を

設
け
ま
し
た
。
音
や
視
界
が
さ
え
ぎ

ら
れ
る
た
め
、
１
人
で
落
ち
着
き
た

い
時
な
ど
に
活
躍
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は「
自
分
の
部
屋
だ
」

と
ば
か
り
に
、
最
初
に
小
部
屋
に
向

か
い
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
活
動
を

始
め
ま
す
。
小
部
屋
か
ら
出
て
行
っ

た
後
、
疲
れ
て
戻
っ
て
来
る
様
子
も

見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
お
気
に
入

り
の
様
子
で
す
。

　
今
回
は
地
域
の
皆
様
や
大
勢
か
ら

お
力
を
頂
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。「
木
の
部
屋
」「
小
部
屋
」
と
も

に
長
く
大
切
に
使
い
ま
す
。

明
る
い「
木
の
部
屋
」新
設

ロ
フ
ト
付
き「
小
部
屋
」も

新 潟 市 西 区
学童保育にしっ子

「
新
テ
ー
マ
型
募
金
」助
成

　
新
潟
県
共
同
募
金
会
は
令
和
５
年

度「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

の
助
成
対
象
と
な
る
、
団
体
実
施
の

事
業
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
募
集

期
間
は
９
月
８
日
～
10
月
６
日
で

す
。

　
こ
の
募
金
は
、
助
成
を
希
望
す
る

団
体
が
活
動
内
容
（
テ
ー
マ
）
を
掲

げ
、
共
感
す
る
人
た
ち
か
ら
令
和
６

年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
の
期
間
に

寄
付
を
募
る
仕
組
み
で
す
。

　
目
標
額
と
参
加
団
体
数
は
今
年
度

も
前
年
度
同
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０

０
０
万
円
、
30
団
体
以
上
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
20
団
体
が
エ
ン
ト

リ
ー
、
募
金
目
標
額
１
８
６
７
万
円

に
対
し
て
約
１
６
３
６
万
円
の
募
金

を
集
め
ま
し
た
。

　
募
集
要
項
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

な
ど
は
県
共
同
募
金
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金

本
年
度
の
募
集

９
月
８
日
開
始

明るく、落ち着いたスペースの通称「木の部屋」

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症新潟県認知症

コールセンターコールセンター
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―
長
旅
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

改
め
て
旅
の
手
応
え
を
。

　
「
入
院
や
ア
パ
ー
ト
入
居
が

難
し
い
な
ど
、
身
寄
り
の
な
い

人
の
問
題
の
深
刻
さ
は
新
潟
だ

け
で
な
い
と
感
じ
た
。
ど
こ
で

も
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大

勢
が
共
感
し
て
く
れ
た
」

　

―
旅
の
様
子
に
つ
い
て
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
毎
日
、
書

き
込
ま
れ
た
の
で
、
逐
一
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
各
地
で
声
を
掛
け
て
い
た

だ
く
な
ど
、
温
か
く
迎
え
て
も

ら
い
、ふ
れ
あ
い
も
広
が
っ
た
。

で
も
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

に
こ
や
か
な
表
情
は
ほ
ん
の
一

時
だ
。
普
段
は
も
く
も
く
と
、

必
死
に
歩
い
て
い
た
」

　
―
旅
は
行
く
先
々
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
「
新
聞
13
紙
と
テ
レ
ビ
に
報

じ
ら
れ
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
出

演
し
た
。
５
月
中
旬
に
旅
を

報
じ
た
新
聞
記
事
が
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
、
知
名

度
が
上
が
っ
た
み
た
い
」

―
福
祉
関
係
者
の
出
迎
え
は
熱

烈
に
見
え
た
。

　
「
博
多
で
は
、
私
を
招
い
た

ミ
ニ
講
演
会
が
急
き
ょ
、
開
か

れ
た
。
ま
た
、
９
月
９
日
に
別

府
市
で
の
市
民
後
見
セ
ミ
ナ
ー

で
講
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北
海
道
の
恵
庭
市
も
少
人
数
の

意
見
交
換
会
が
開
か
れ
て
参
加

し
た
。
来
年
の
講
演
会
の
講
師

も
依
頼
さ
れ
た
」

　
―
旅
を
終
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
ま
ず
何
に
取
り
掛
か
る
？

　
「
列
島
縦
断
の
歩
き
旅
と
い

う
夢
を
か
な
え
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
今
度
は
恩
返
し
だ
。
人
助

け
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

　
―
具
体
的
に
は
？

　
「
身
寄
り
な
し
問
題
研
は
中

古
の
電
気
こ
た
つ
を
融
通
す
る

『
お
こ
た
バ
ン
ク
』
に
細
々
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ

を
家
電
バ
ン
ク
と
し
て
強
化
し

た
い
。
貧
困
層
が
対
象
の
事
業

で
、
身
寄
り
な
し
問
題
研
と
し

て
も
福
祉
の
点
で
つ
な
が
る
」

　
―
ほ
か
に
は
？

　
「
九
州
の
旅
で
は
、
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー
に
人
気
が
あ
り
、
集

客
力
も
存
在
感
も
す
ご
く
て
感

動
し
た
。
考
え
て
い
る
だ
け
だ

が
、身
寄
り
な
し
問
題
研
も『
互

助
』『
支
え
合
い
』の
ヒ
ー
ロ
ー

を
生
み
出
せ
た
ら
い
い
」

　
―
最
後
に
。

　
「
身
寄
り
の
な
い
人
も
住
む

所
が
大
事
な
の
で
、
ま
ず
居
住

支
援
に
力
を
入
れ
る
。併
せ
て
、

身
寄
り
な
し
問
題
の
解
決
策
と

な
り
そ
う
な
『
互
助
』
の
大
切

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
」

　
身
寄
り
の
な
い
人
た
ち
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
や
地
域
を
目
指
す
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が

ら
、
１
人
で
日
本
列
島
を
歩
い
て
縦
断
す
る
旅
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
身
寄
り
な
し
問
題
研
究
会
」（
新
潟

市
中
央
区
）
の
須
貝
秀
昭
代
表
理
事
が
今
夏
、
貫
徹
し
ま
し
た
。
新
潟
に
戻
っ
た
須
貝
代
表
に
旅
の
総

決
算
を
聞
き
ま
し
た
。

「
歩
き
旅
」各
地
メ
デ
ィ
ア
報
道

歓
迎
さ
れ
急
き
ょ
講
演
も

身
寄
り
な
し
問
題

取り組みの大切さ 全国で共感取り組みの大切さ 全国で共感
１人歩き旅 列島縦断達成

須貝・NPO代表

　
【
須
貝
代
表
の
列
島
縦
断
１
人
歩
き
旅
】
４
月
に
沖

縄
を
出
発
。
本
州
日
本
海
側
を
通
り
99
日
間
、
約
３
３

０
０
㌔
を
歩
い
て
７
月
10
日
、北
海
道
最
北
端
に
到
達
。

代
表
を
務
め
る
「
身
寄
り
な
し
問
題
研
究
会
」
が
今
年

１
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
こ
の
問

題
に
向
き
合
う
大
切
さ
を
各
地
で
訴
え
よ
う
と
企
画
。

列島縦断の旅を終え「顔の幅が半分に！」と思
うほどに引き締まり、やせた須貝秀昭さん。
個人情報かもしれないが、旅の前後で体重は
約９㌔減ったそうで「徒歩旅ダイエット」を推
奨中
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―
言
語
聴
覚
士
の
基
本
的
な

仕
事
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
「『
話
す
・
聴
く
・
食
べ
る
』

は
と
て
も
重
要
な
働
き
で
す
。

こ
れ
ら
に
問
題
が
生
じ
た
場

合
、
改
善
回
復
の
支
援
を
す
る

専
門
職
が
言
語
聴
覚
士
で
す
」

　
―
も
っ
と
詳
し
く
。

　
「
健
常
者
な
ら
自
然
な
行
為

で
も
、
病
気
や
事
故
、
け
が
、

加
齢
に
よ
り
、
不
自
由
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は

発
達
上
の
問
題
に
よ
り
、
不
自

由
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
言
語

聴
覚
士
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち

に
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
構
築

し
て
社
会
復
帰
に
つ
な
が
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
」

　
―
具
体
的
に
は
？

　
「
脳
卒
中
で
失
語
症
に
な
る

な
ど
、
病
気
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
問
題
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た

ち
の
問
題
の
本
質
や
発
現
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
見
つ
け
出
す
た
め
評

価
や
検
査
を

行
い
、
訓
練

や
指
導
を
行

い
ま
す
。
こ

れ
は
、
医
師

や
歯
科
医

師
、看
護
師
、

介
護
福
祉

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
な
ど
と
連
携
し
て
チ
ー
ム
で

行
い
ま
す
」

　
―
リ
ハ
ビ
リ
の
病
院
が
活
動

の
現
場
か
？

　
「
病
院
に
所
属
す
る
言
語
聴

覚
士
が
多
い
。
で
も
、
発
達
の

遅
れ
で
問
題
が
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
近
年
、
活
動
の
場
は
保
健

や
福
祉
、
教
育
の
機
関
に
も
広

が
っ
て
い
ま
す
」

　
―
例
え
ば
「
話
す
」
機
能
を

ど
う
改
善
す
る
？

　
「
発
音
す
る
に
は
息
を
吐
き

出
し
て
声
帯
を
震
わ
せ
、
舌
や

口
の
形
で
思
い
通
り
の
音
を
出

し
ま
す
。
音
を
作
り
出
す
構
音

の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
検

査
で
調
べ
て
評
価
し
、
最
適
な

リ
ハ
ビ
リ
を
決
め
ま
す
」

　
―
加
齢
で
回
り
に
く
い
「
ろ

れ
つ
」
も
改
善
で
き
る
か
？

　
９
月
１
日
は
「
言
語
聴
覚
の
日
」
と
、
一
般
社
団
法
人
「
日
本
言
語
聴
覚
士
協
会
」
が
定
め
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
「
言
語
聴
覚
士
」
っ
て
何
を
す
る
の
？　
「
話
す
、
聴
く
、
食
べ
る
」
を
支
援
す
る
国

家
資
格
者
だ
そ
う
で
す
が
、
詳
し
く
、
新
潟
県
言
語
聴
覚
士
会
＝
県
士
会
＝
（
佐
藤
卓
也
会
長
、
約
４

０
０
人
）の
副
会
長
で
広
報
局
長
の
堂
井
真
理
さ
ん
＝
み
ど
り
病
院（
新
潟
市
中
央
区
）リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
長
＝
に
聞
き
ま
し
た
。

「
話
す
聴
く
食
べ
る
」の
専
門
職

支
障
あ
れ
ば
回
復
を
支
援

言語聴覚士 どんな仕事言語聴覚士 どんな仕事？？
　
【
言
語
聴
覚
の
日
】
言
語
聴
覚
士
の
職
務
や
資
格
な

ど
に
つ
い
て
定
め
た
「
言
語
聴
覚
士
法
」
が
１
９
９
８

年
９
月
１
日
に
施
行
。
こ
の
９
月
１
日
を
、
日
本
言
語

聴
覚
士
協
会
は
「
言
語
聴
覚
の
日
」
と
２
０
０
７
年
に

定
め
、
広
報
活
動
を
進
め
て
い
る
。

新潟県言語聴覚士会副会長で広報局長の堂井
真理さん

９
月
１
日
は「
言
語
聴
覚
の
日
」

県士会副会長

堂
ど う い

井真理 氏に聞く

　【言語聴覚士の略称】
ST（Speech-Language-
Hearing Therapist）と呼
ばれる。理学療法士はPT、
作業療法士はOT。

言語訓練の様子（みどり病院提供写真）
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「
口
腔
内
、
特
に
舌
や
口
唇

の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
り

改
善
で
き
ま
す
。『
パ
パ
パ
、

タ
タ
タ
』
と
発
声
す
る
パ
タ
カ

ラ
体
操
も
有
効
で
す
」

　
―
効
果
を
感
じ
な
か
っ
た
。

　
「
舌
が
だ
る
く
感
じ
る
ま
で

続
け
な
い
と
…
。
軽
く
や
っ
た

く
ら
い
で
は
ダ
メ
で
す
」

　

―「
食
べ
る
」
も
言
語
聴
覚

士
の
担
当
分
野
か
？

　
「
言
語
聴
覚
士
の
守
備
範
囲

は
『
首
か
ら
上
』
と
言
わ
れ
ま

す
。
食
べ
る
＝
嚥え

ん

下げ

に
問
題
が

あ
れ
ば
、
回
復
・
改
善
を
言
語

聴
覚
士
が
支
援
し
ま
す
」

　
―「
話
す
・
聴
く
・
食
べ
る
」

は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
大
切
だ
。

　
「『
話
す
・
聴
く
』
が
不
自
由

に
な
る
と
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
認
知
症
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
食

べ
る
』
機
能
を
健
全
に
保
て
ば

誤
嚥
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
」

　
―
言
語
聴
覚

士
は
高
齢
者
の

味
方
に
な
り
そ

う
だ
。

　
「
病
気
の
人

に
対
し
て
以
外

に
も
、
高
齢
者

が
健
康
寿
命
を

満
喫
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
」

　
―
そ
う
言
わ

れ
て
も
、
身
近

に
は
言
語
聴
覚

士
が
…
。

　
「
理
学
療
法

士
と
作
業
療
法

士
が
１
９
６
５
年
に
国
家
資
格

と
な
っ
た
の
に
対
し
、
言
語
聴

覚
士
は
１
９
９
７
年
と
遅
い
。

そ
の
上
、
有
資
格
者
も
多
く
な

く
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
す
」

　
―
ど
う
す
れ
ば
言
語
聴
覚
士

に
相
談
で
き
る
？

　
「
新
潟
県
言
語
聴
覚
士
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
リ
ハ

ビ
リ
の
病
院
に
電
話
し
て
、
言

語
聴
覚
士
に
つ
な
い
で
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
」

　
―
言
語
聴
覚
士
が
身
近
な
存

在
に
な
る
た
め
、
県
士
会
は
今

後
、
ど
う
活
動
す
る
？

　
「
今
年
11
月
12
日
の
日
曜
、

県
士
会
と
し
て
初
め
て
の
『
県

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
新
潟
日
報

メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
（
新
潟
市
中

央
区
）
で
開
き
、
言
語
聴
覚
士

の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
の
深
ま
り
を
目
指
す
、
９
月

21
日
の
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
」
に
ち
な
み
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
新
潟
県
支

部
（
金
子
裕
美
子
支
部
長
）
は

９
月
24
日
午
後
１
時
30
分
か
ら

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
大
研
修
室
で
記
念
講

演
会
を
開
く
。

　
講
演
会
の
演
題
は
「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
通
し
て
考
え
る
ケ

ア
と
社
会
」。
朝
日
新
聞
デ
ジ

タ
ル
企
画
部
記
者
の
畑
山
敦
子

さ
ん
が
、
学
生
ケ
ア
ラ
ー
だ
っ

た
自
身
の
体
験
な
ど
か
ら
得
た

「
ケ
ア
と
社
会
」
へ
の
思
い
を

語
る
。
１
９
８
５
年
、
東
京
生

ま
れ
の
畑
山
さ
ん
は
、
大
学
３

年
の
時
に
母
親
が
認
知
症
と
診

断
。
２
０
１
３
年
に
亡
く
な
る

ま
で
の
間
、弟
と
２
人
で
介
護
、

自
分
の
人
生
の
実
現
と
介
護
の

両
立
で
悩
ん
だ
と
い
う
。

　

講
演
会
の
参
加
費
は
無
料

で
、
定
員
１
３
０
人
。
問
い
合

わ
せ・申
し
込
み
は
金
子
さ
ん
、

０
２
５（
５
５
０
）６
６
４
０
。

長
寿
満
喫
を
お
手
伝
い

11月に初「県民フォーラム」
言語聴覚士の役割アピール

　
【
日
本
言
語
聴
覚
士
会
】
言
語
聴

覚
士
の
第
１
回
国
家
試
験
が
１
９
９

７
年
３
月
に
実
施
、
98
年
に
言
語
聴

覚
士
法
が
施
行
さ
れ
た
後
の
２
０
０

０
年
１
月
に「
日
本
言
語
聴
覚
士
会
」

設
立
。
09
年
に
一
般
社
団
法
人
。

　
新
潟
県
言
語
聴
覚
士
会（
県
士
会
）

は
01
年
に
設
立
。
17
年
に
一
般
社
団

法
人
。

　
県
内
で
リ
ハ
ビ
リ
に
携
わ
る
３
職

種
の
人
数
は
理
学
療
法
士
が
約
１
６

０
０
人
、
作
業
療
法
士
が
約
１
１
０

０
人
、
言
語
聴
覚
士
が
約
４
０
０
人

と
な
っ
て
お
り
、
言
語
聴
覚
士
の
少

な
さ
が
分
か
る
。

　
県
士
会
事
務
局
は
新
潟
市
江
南
区

の
「
こ
ん
の
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
。
電
話
は

代
表
０
２
５（
３
８
３
）１
３
５
５
。

メ
ー
ル
はngtstjim

u@
gm
ail.

com

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
主
題

朝
日
女
性
記
者
が
講
演
９月24日、ユニゾン

講演会のポスター
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今
年
３
月
、
初
め
て
目

に
し
た
還
暦
越
え
３
人
組

ア
イ
ド
ル
の
ス
テ
ー
ジ
。

合
計
１
９
２
歳
が
歌
っ
て

踊
っ
て
い
た
。
曲
の
終
わ

り
に
、
メ
ン
バ
ー
の
１

人
が
ス
テ
ー
ジ
脇
に
寄
っ

て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を

が
ぶ
飲
み
。
肩
で
大
き
く

息
を
す
る
様
子
に「
大
丈

夫
？
」と
心
配
に
な
っ
た
。

で
も
、
す
ぐ
笑
顔
に
戻
っ

た
の
は
、
さ
す
が
ス
テ
ー

ジ
に
立
つ
人
だ
。

　

後
日
、
取
材
の
た
め
３

人
と
個
別
に
会
っ
た
。思
っ

て
い
た
よ
り
小
柄
だ
と
感

じ
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
大
ぶ

り
な
振
り
付
け
と
結
び
付

か
ず
、
ご
本
人
と
な
か
な

か
分
か
ら
な
い
メ
ン
バ
ー

も
い
た
。「
ス
テ
ー
ジ
と

違
っ
て
、
目
立
つ
衣
装
や

ウ
ィ
ッ
グ
を
着
け
て
い
な

い
か
ら
ね
」

　

話
せ
ば
、
普
通
の
女
性

た
ち
。
何
か
違
う
と
す
れ

ば
、
３
人
は
人
生
を
楽
し

む
こ
と
に
積
極
的
で
、
努

力
を
惜
し
ま
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
３
人

の
ス
テ
ー
ジ
、
ま
た
見
た

い
。
で
も
無
理
は
絶
対
に

禁
物
。
パ
ワ
フ
ル
が
過
ぎ

て
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ん
て
、

絶
対
な
し
だ
よ
。�

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

10 月2023 年

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

９月2023 年

◆Ｔ Ｅ Ｌ　０２５（２８１）５６１３
◆Ｆ Ａ Ｘ　０２５（２８１）５５２８
◆Ｅメール　kikaku@fukushiniigata.or.jp

◆新潟県社会福祉協議会企画広報課
　〒950-8575　新潟市中央区上所２-２-２
　新潟ユニゾンプラザ３階

　
新
潟
県
は
９
月
１
カ
月
間
を
「
自
殺

対
策
推
進
月
間
」
と
定
め
、
自
殺
予
防

啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
広

告
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
。「
た
っ
た
一
人
の
あ

な
た
で
す　

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
国
は
９
月
10
～
16
日
を
「
自
殺
予
防

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
週

間
を
県
は
独
自
に
９
月
１
カ
月
間
へ
拡

大
し
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。国
の「
週

間
」
を
、
県
が
「
月
間
」
に
拡
大
す
る

の
は
、
県
内
の
自
殺
実
態
が
深
刻
な
た

め
で
す
。

　
県
内
の
令
和
４
年
の
自
殺
者
数
は
概

数
で
前
年
よ
り
14
人
減
り
、
４
１
４
人

で
し
た
。
し
か
し
、
人
口
10
万
人
当
た

り
の
自
殺
者
数
を
示
す
自
殺
死
亡
率
は

い
ず
れ
も
概
数
で
令
和
４
年
の
本
県
が

19
・
４
と
な
り
、
全
国
の
17
・
４
を
大

き
く
上
回
り
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
た
っ
た
一
つ
の
命
」
守
ろ
う

９
月
は「
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

新潟県こころの相談ダイヤル
（365日24時間対応）

0570-783-025

「福祉にいがた」へ　ご意見ご感想、情報をお寄せください
お待ちして
います


